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1 r理斡J報告
「第21回 岡山大学算数・数学教育学会理事会Jを平成26年6月7日(土)13時から14時まで，岡山
大学教師教育開発センターで開催しました。同理事会への参加者は，会長，顧問，理事，会計監査，幹
事の合計13名でした。理事会の議題とそれぞれの内容は下記の通りです。
(1) 平成25年度の学会活動報告
① 6月学会談話会について
平成25年度の談話会を平成25年6月1日(土)に，岡山大学教師教育開発センターで開催し，
ノートルダム清心女子大学講師杉能道明先生から「数学的な探究と算数・数学の自由研究J.岡
山市立京山中学校平野圭一先生から「中学校教学における授業改革J.赤磐市立山陽東小学
校鈴木隆幸先生(現在:岡山県総合教育センター)から「若い算数・数学教員の授業改善Jの話
題を提供していただいたことの報告がなされました。
② 平成25年度岡山大学算数・数学教育学会研究発表会兼岡山大学算数・数学教育学会20周
年記念事業について
平成25年度岡山大学算数・数学教育学会研究発表会と兼ねて岡山大学算数・数学教育学会
20周年記念事業として，平成25年11月28日(木)に岡山市立大元小学校において下記の通り，
公開師範授業及び公開講演会を実施したことについての報告がありました。
1) 公開師範授業
大阪教育大学附属池田小学校教諭小林秀司1先生
第5学年「変わり方に目をつけてJ
2) 公開講演会
横浜国立大学教授石田 淳一先生
「学び合いのある算数授業づくり」
③ パピルス号発刊について
平成25年11月28日(木)に学会誌パヒ。ノレス20号の発刊を行い.5本の実践研究論文と3本の研
究論文の計8本を掲載したことについての報告がありました。
(2) 平成25年度会計報告，会計監査報告・承認
平成25年度の会計報告，会計監査報告があり，平成25年度会計報告が理事会で承認されました。
(3) 平成26年度の事業活動計画
①平成26年度総会・理事会・談話会について
②平成26年度学会研究発表会について
③学会誌「パヒツレス(第21号)J発刊予定について
続いて，本年度の活動予定について話し合いました。平成26年度の学会の活動については，平成
26年6月7日(土)に「総会・理事会・談話会」を行い，平成26年10月25日(土)に「岡山大学算数・数
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学教育学会研究発表会Jの開催，学会誌「パピルス(第21号)Jの発刊を行うことに決まりました。
(4) 平成26年度予算案について
平成26年度の予算案についての提案がなされ，理事会で承認されました。
(5) 平成26年度退会会員，新入会員について
平成26年度の新入会員について，岡山大学教育学部附属中学校川本芳弘先生，岡山大学大学
院宮良可奈恵，梅林鉱行，黒田知樹，上尾晃生，東智子の計6名が新入会員として理事会で承
認、されました。
(6) 平成26年度学会，会長，副会長，会計，会計監査，理事について
平成26年度の本学会において，昨年度に引き続き，岡山大
学大学院教授 黒崎東洋郎先生に会長職をお願いすることが
理事会で承認されました。それに伴い，会則に従って，会長委
嘱である副会長，会計，会計監査，理事のメンバーの報告があ
りました。
副会長，会計監査，理事については留任，会計については，
新しく岡山市立津島小学校圃井大介先生に委嘱したことにつ
いての報告がありました。
また，黒崎東洋郎会長から，岡山大学教育学部附属中学校川本芳弘先生を会則に従い，新た
に本学会の理事として委嘱したことについての報告がありました。
(7) その他
岡山県小学校教育研究会算数部会会長深井文雄先生(岡山市立大元小学校校長)より，平成28
年度に岡山で開催される中国・四国算数・数学教育研究(岡山)大会にあたって，本学会の後援申請が
ありました。協議の結果，平成28年度中国・四国算数・数学教育研究(岡山)大会の後援を行うことを決
定しました。
2 r総ム|報止栴胃j報口
理事会に引き続き，平成26年6月7日(土)16:30から「第21回 岡山大学算数・数学教育学会総
会Jが岡山大学教師教育開発センターで開催されました。参加者は， 27名でした。
(1) 平成25年度の学会活動報告
① 6月学会談話会について
平成25年度の談話会を平成25年6月1日(土)に，岡山大学教師教育開発センターで開催し，
ノートルダム清心女子大学講師杉能道明先生から「数学的な探究と算数・数学の自由研究J，岡
山市立京山中学校平野圭一先生から「中学校数学における授業改革J，赤磐市立山陽東小学
校鈴木隆幸先生(現在:岡山県総合教育センター)から「若い算数・数学教員の授業改善Jの話
題を提供していただいたことを報告しました。
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② 平成25年度岡山大学算数・数学教育学会研究発表会兼岡山大学算数・数学教育学会20周
年記念事業について
平成25年度岡山大学算数・数学教育学会研究発表会と兼ねて岡山大学算数・数学教育学会
20周年記念事業として，平成25年11月28日(木)に岡山市立大元小学校において下記の通り，
公開師範授業及び公開講演会を実施したことについてを報告しました。
1) 公開師範授業
大阪教育大学附属池田小学校教諭小林秀訓先生
第5学年「変わり方に目をつけてJ
2) 公開講演会
横浜国立大学教授石田淳一先生
「学び合いのある算数授業づくりJ
③ パピノレス号発刊について
平成25年11月28日(木)に学会誌パピルス20号の発刊を行い.5本の実践研究論文と3本の研
究論文の計8本を掲載したことについて報告しました。
(2) 平成25年度会計報告，会計監査報告・承認
平成25年度の会計報告，会計監査報告があり，平成25年度会計報告が理事会で承認されたこと
を報告しました。
(3) 平成26年度の事業活動計画
①平成26年度総会・理事会・談話会について
②平成26年度学会研究発表会について
③学会誌「パピルス(第21号)J発刊予定について
続いて，本年度の活動予定について話し合いました。平成26年度の学会の活動については，平成
26年6月7日(土)に「総会・理事会・談話会Jを行い，平成26年10月25日(土)に「岡山大学算数・数
学教育学会研究発表会Jの開催，学会誌「パヒ。ルス(第21号)Jの発刊を行うことに決まったことを報告
しました。
(4) 平成26年度予算案について
平成26年度の予算案についての提案がなされ，理事会で承認されたことを報告しました。
(5) 平成26年度退会会員，新入会員について
平成26年度の新入会員について，岡山大学教育学部附属中学校川本芳弘先生，岡山大学大学
院宮良可奈恵，梅林鉱行，黒田知樹，上尾晃生，東智子の計6名が新入会員として理事会で承
認されたことを報告しました。
(6) 平成26年度学会，会長，副会長，会計，会計監査，理事について
平成26年度の本学会において，昨年度に引き続き，岡山大学大学院教授 黒崎東洋郎先生に会
長職をお願いすることが理事会で承認されたことを報告しました。そして，会則に従って，会長委嘱の副
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会長，会計監査，理事については留任，会計については，新しく岡山市立津島小学校国井大介先
生に委嘱したことについて報告をしました。
また，黒崎東洋郎会長から，岡山大学教育学部附属中学校川本芳弘先生を会則に従い，新た
に本学会の理事として委嘱したことを報告をしました。
(7) その他
岡山県小学校教育研究会算数部会会長深井文雄先生(岡山市立大元小学校校長)より，平成28
年度に岡山で開催される中国・四国算数・数学教育研究(岡山)大会にあたって，本学会の後援申請
がありました。協議の結果，平成28年度中国・四国算数・数学教育研究(岡山)大会の後援を行うこと
を決定したことを報告しました。
3 会員の異動について
平成26年6月1日現在で把握している本学会員の方々の異動です。(
です。
秋山まゆみ (退職)
浅野静雄 (倉敷市立上成小学校)
井元裕二 (高梁市立宇治小学校)
内田幸恵 (津山市立西小学校)
大森真人 (総社市立常盤小学校)
小野田愛 (倉敷市立西中学校)
楠博文 (就実大学)
貞国美江子 (倉敷市立東中学校)
鈴木隆幸 (岡山県総合教育センター)
高田京子 (笠岡市立北木中学校)
徳田浩一 (明誠学院高等学校)
中野公美 (岡山市立大元小学校)
福田博雅 (岡山市立福島小学校)
三善真 (岡山県立西大寺高等学校)
山本龍太郎 (岡山市立第三藤田小学校)
(五十音順敬称略)
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)の中は，新しい勤務地
第22回 岡山大学算数・数学教育学会「談話会J報告
日 時:平成26年6月7日(土)
14:00-16:30 
場 所:岡山大学教師教育開発センター
参加者数:27名
平成26年度の談話会では，ノートルダム清心女子大学岡山大学講師杉能 道明先生，岡山県総
合教育センター指導主事鈴木隆幸先生，岡山大学教育学部附属小学校姫井章孝先生，岡
山市立津島小学校 圃井 大介先生の4名の方から，話題を提供していただき，学会員の方たちから
多くの質問や意見をいただきました。提供していただいた話題は以下の通りです。
< 話題 1 > 
[概要]
「数学的思考力・表現力を育成する算数の授業j
"，r数学的な考え方Jに焦点を当てて~
ノー トルダム清心女子大学岡山大学講師 杉能道明先生
* 表現力を研究主題に掲げる学校が多い。しかしながら，思考力・表現力には表裏一体の
関係があり，思考力の育成にこそ重点を置くべきである。算数科で大切にされる思考カ.r数
学的な考え方jについて考察した。
数学的な考え方には様々なとらえ方があるが，その定義が大切なのではなく，その授業で
育てたい数学的な考え方を明確にし，それをどのように育成すべきかが大切だと考える。問
題解決的な授業の中で，子どもが主体的に課題をつかみ，その課題を解決していき，さらに
考えを発展・統合していけるように，教師が適切な発問や助言を通して仕向け，結果的に
は，子どもが自分の成長を自覚できる授業をつくってL、くことを目指してし、きたい。
key -words :数学的思考力・表現力，数学的な考え方，発展・統合
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<話題 2 > 
「見通す・振り返る」学習活動の重視とその意義
岡山県総合教育センター指導主事 鈴木隆幸先生
[概要]
* 学校現場の努力にもかかわらず，全国学力・学習状況調査での岡山県の児童生徒の学
力低迷が報じられる昨今，この現状を好転させるためにも，小学校段階での算数科学習指
導をさらに前進させ，学力向上を図ることが求められている。
この課題に応えるために，各学校では，提案授業を通した校内研修などが盛んに行われ
ているが， r学習課題を設定できないJr学習がまとめられなしリなど算数授業の基本的な組
み立て方や進め方に問題を抱えてしも教師が多く，学力向上に結びついていない現状が
見受けられる。
そこで，全国学力・学習状況調査のクロス集計で， r授業の導入でめあてを示すことJr授
業の終末で振り返りをすること」と学力に相関関係があるとし、う指摘をもとに，算数授業で
「見通す活動」や「振り返る活動」をどのように位置づけ展開していくとよいのかを具体的な
授業を取り上げて説明した。
key -words :全国学力・学習状況調査，学力向上，見通す活動，振り返る活動
<話題 3 > 
【概要]
「具体物を用いて，計算の意味理解を深める授業づくりJ
...3年「たし算とひき算の筆算」の実践を通して~
岡山大学教育学部附属小学校姫井章孝先生
* 形式的に数だけの操作で3桁同士のたし算やひき算の筆算をするのではなく，数え棒の操
作を取り入れた活動を行うことで，十進位取記数法のよさをとらえ，計算の意味理解を深めてい
く授業を提案した。
key -words :具体物の操作，計算の意味理解
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<話 題 4 > 
[概要】
「口を用いた式のよさを実感する指導についての研究J
一第3学年 口を用いた式の指導を通してー
岡山市立津島小学校圃井大介先生
* よく見られる授業の在り方として，知識・技能と数学的な，見方や考え方の指導を別々に
して進んでして授業が多い。しかし，結局，授業の中では，知識・技能を指導することに終
始しがちになり， ，知識・技能指導を助長することにつながっていく。このような授業の在り
方の落とし穴には，数学的な見方や考え方が抜け落ちても知識・技能は教えられる(覚え
られる)ところにある。このような授業の在り方では，いつまでたっても数学的な考え方の育
成が進んでいかない。知識・技能と数学的な見方・考え方を同時達成していく授業改善が
必要であると考えている。
そこで，第3学年の「口を用いた式Jの指導事例をもとに，この「口を用いた式」の指導の
問題点を明らかにし，知識・技能と数学的な見方・考え方を同時じ達成していく授業改善
について具体的に提案した。
key -words :口を用いた式のよさ.place holder，変数，実感的理解
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岡山大学算数・数学教育学会r20周年記念大会授業研究大会l報告
20周年記念大会授耕究大会糠
1 授業公開
日 時:平成25年11月28日(木)
13:40"-'14:25(授業公開)
14:30"-'15:15(研究協議会・指導助言)
15:30"-'16:30(講演会)
場 所:岡山市立大元小学校
授業者:小林秀司1先生(大阪教育大学附属池田小学校教諭)
指導助言:横浜国立大学石田 淳一教授
単元名:r変わり方に目をつけて(第5学年)J 
対象児童:岡山市立大元小学校5年 E組児童(33名)
講演会 : r学び合いのある算数授業づくり」
横浜国立大学石田 淳一教授
参加者数:46名
詳しい指導案等は，前年度(平成25年)に発行されました岡山大学算数・数学教育学会誌「パピルス」
第20号(P81"-'82)に掲載されていますので，ご覧下さい。
授業公開では，大阪教育大学附属池田小学校教諭の小林秀訓先生が，第5学年で， r変わり方に目
をつけて」の授業を行いました。
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授業後の板書
2 研究協議会・指導助言
開会のあいさつを本学会の黒崎東洋郎会長(岡山大学大学院教授)からいただきました。研究協議会
では，司会を片山晴夫先生(津山市立喬松小学校校長)にお願いし，研究協議が進んでいきました。
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研究協議会にもたくさんの参加をいただき，活発に協議がなされました。協議では， r表の出発がrlJ
からではなく， r3Jから入って，児童の思考が進んでいくことについては，どうであっただろうか」ということ
が話題の中心となりました。最後に石田先生から今日の授業における指導助言をいただきました。
3講演会
講演会では，横浜国立大学石田淳一教授に「学び合いのある算数授業づくりJをテーマとして講演し
ていただきました。学び合いのある授業を進めてし吋ポイントや実際の授業の映像を交えて具体的なお
話を聴くことができました。(パワ一ポイントの画像は抜粋です)
閉会のあいさつを本学会の平井安久副会長(岡山大学大学院教授)にお
願いをしました。ありがとうございました。
(文責:岡山市立津島小学校園井大介)
-128 -
